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令和３年１０月２９日 

 

会 員 各 位 

 

公益社団法人 日本煙火協会 

会 長  磯 谷 尚 孝 

 

 

北海道煙火製造所事故発生を受けた火取法順守 

及び安全対策等の再確認の徹底について 

 

 日頃は協会運営につきましてご理解、ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。 

 さて、令和３年１０月５日に発生した北海道小樽市の煙火製造所における爆発事故 

に関し、令和３年１０月２８日付で、経済産業省鉱山･火薬類監理官より、別紙の通り 

周知依頼がございました。 

会員各位におかれましては、関係者に周知徹底のほど、よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 



 

令和３年１０月２８日 

 

 

公益社団法人日本煙火協会会長 殿 

 

 

経済産業省産業保安グループ鉱山・火薬類監理官 

 

 

北海道小樽市での爆発事故発生を受けた火薬類取締法令の遵守及び安全対

策等の再確認の徹底について（依頼） 

 

令和３年１０月５日、北海道小樽市の煙火製造所において爆発事故が発生し、３名

が重軽傷を負う事案が発生しました。 

事故原因については、現在、北海道庁において調査が進められている段階であり、

現時点ではまだ明らかになっておりませんが、煙火製造所の保安管理に万全を期すこ

とが必要と考えています。 

つきましては、貴協会傘下の煙火製造業者に対し、同様の事故を未然に防ぐ観点か

ら、火薬類取締法令の遵守及び各現場における作業手順や安全対策の再確認の徹底に

ついて、注意喚起を行っていただくようお願いいたします。 

 

 

【事故等の概要】 

・ 令和３年１０月５日、煙火製造所の危険区域内の物置で作業中に、何らかの原

因により火災が発生。 

・ 被害状況 

人的被害：重傷１名、軽傷２名。 

物的被害：物置２棟及び自動車１台が全焼、自動車１台が部分破損。 

その他調査中、第三者被害無し。 

 

【行政側の対応】 

・ 北海道後志総合振興局では、当該煙火製造業者に対し、火薬類取締法第４５条

に基づく緊急措置として、事故原因が判明するまでの間、製造施設の一時使用

停止及び火薬庫外建物にある火薬類の火薬庫への移動を命令。 
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